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森
駅
か
ら
東
急
バ
ス

に
乗
る
と
10
分
ほ
ど

で
、
池
上
の
街
に
さ
し
か
か

る
。
東
急
池
上
線
の
池
上
駅

大 競
馬
場
が
で
き
た
頃

わ
ず
か
３
年
で
の
終
幕

う
し
て
誕
生
し
た「
東

京
競
馬
会
」
の
中
心

人
物
と
な
っ
た
の
は
、
大
森
山

王
に
住
居
を
構
え
た
子
爵
、
加

納
久
宜(

か
の
う
ひ
さ
よ
し)

こ

競
馬
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
と
は
？

【
参
考
文
献
】

・『
写
さ
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た
大
田
区
ー
懐
か
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・
ま
ち

 

と
く
ら
し
ー
』東
京
都
大
田
区
立
郷
土
博

 

物
館
，１
９
９
２

・『
博
物
館
ノ
ー
ト
復
刻
版
』   

東
京
都
大
田

 

区
立
郷
土
博
物
館
，２
０
０
８

 

No.  

61   「
池
上
の
競
馬
場
」 （
東
京
都
大
田

 

区
立
郷
土
博
物
館
，１
９
９
２
・
３
）

・『
近
代
競
馬
１
５
０
周
年
記
念
サ
イ
ト
』

 

日
本
中
央
競
馬
会 

 

（http://w
w
w
.jra.go.jp/150th/

）

・
城
南
信
用
金
庫
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

 

（http://w
w
w
.jsbank.co.jp/

）

こ
で
、
日
本
の
競
馬

史
に
ふ
れ
て
お
こ

う
。〈
競
べ
馬
〉
や
〈
駒
競
べ
〉

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
複
数
の
馬
に
一
定
の
距

離
を
走
ら
せ
騎
手
の
技
を
競

う
文
化
は
古
代
か
ら
あ
っ

た
。
奈
良
・
平
安
時
代
に
は

こ

宮
中
儀
式
の
一
つ
と
さ
れ
、

例
え
ば
東
京
都
府
中
市
に
あ

る
武
蔵
国
総
社
「
大
国
魂
神

社
」
で
は
、
毎
年
春
の
大
祭

に
お
い
て
「
競
馬
式
」
が
今

で
も
行
わ
れ
、
千
年
前
の
古
式

を
伝
え
て
い
る
。

 

洋
式
の
競
馬
が
日
本
に
持

ち
込
ま
れ
た
の
は
、
江
戸
時

代
最
末
期
の
こ
と
。
１
８
６

２
（
文
久
２
）
年
、
現
在
の

横
浜
市
中
区
で
居
留
外
国
人

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
が
最

で
あ
っ
た
。
城
南
信
用
金
庫
の

前
身
で
あ
る
「
入
新
井
信
用
組

合
」
を
創
設
し
、〈
日
本
農
政

の
父
〉
と
も
仰
が
れ
る
加
納

は
、
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年

か
ら
６
年
務
め
た
鹿
児
島
県
知

事
時
代
に
も
競
馬
の
発
展
に
取

り
組
み
、
政
府
に
も
直
接
の
働

き
か
け
を
続
け
て
き
た
。
そ
の

努
力
が
実
り
、
池
上
で
開
か
れ

た
レ
ー
ス
は
、
日
本
人
の
手
に

よ
る
初
め
て
の
馬
券
付
き
競
馬

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

こ
の
成
功
に
触
発
さ
れ
て
、

競
馬
開
催
は
全
国
に
急
速
に
広

が
り
を
見
せ
た
も
の
の
、
加
納

ら
が
競
馬
運
営
を
熟
知
し
て
周

到
な
準
備
を
し
た
の
に
比
べ
、

運
営
の
精
度
が
低
い
例
も
見
ら

れ
た
。
そ
れ
が
一
因
で
、
金
銭

に
関
わ
る
騒
動
が
引
き
起
こ
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
１
９
０

８
（
明
治
41
）
年
に
馬
券
発
売

的
は
、
国
産
馬
の
資
質
を
向

上
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
日

清
・
日
露
の
両
戦
争
を
通
し

て
国
産
馬
の
力
不
足
が
改
め

て
明
ら
か
に
な
る
と
、
そ
れ

は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。

英
仏
の
例
に
学
ん
で
い
た
陸

軍
は
、
馬
の
資
質
改
良
に
競

馬
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い

こ
と
に
注
目
し
て
お
り
、
日

本
で
も
競
馬
を
振
興
す
る
こ

と
を
目
論
ん
だ
。
そ
し
て
、

１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
、

政
府
は
各
府
県
に
産
馬
組
合

の
設
立
を
奨
励
。
本
格
的
な

競
馬
会
が
組
織
さ
れ
、
馬
券

の
発
売
が
黙
認
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

る
の
は
１
９
２
３
（
大
正
12
）

年
の
「（
旧
）
競
馬
法
」
の
制

定
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

 

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
、

品
川
区
勝
島
に
大
井
競
馬
場
が

禁
止
令
が
突
如
発
令
さ
れ
て
し

ま
う
。
隆
盛
を
誇
っ
た
池
上
の

競
馬
場
も
運
命
を
と
も
に
し
、

開
場
か
ら
わ
ず
か
３
年
で
廃
止

の
道
を
た
ど
っ
た
。
そ
の
後
、

馬
券
発
売
が
正
式
に
許
可
さ
れ

し
、
今
は
と
て
も
ゆ
っ
た
り

し
た
時
間
が
流
れ
る
こ
の
街

に
、
競
馬
フ
ァ
ン
が
押
し
寄

せ
た
過
去
が
あ
る
こ
と
を
知
る

初
と
い
わ
れ
る
。
明
治
維
新

後
は
西
欧
の
畜
産
学
が
導
入

さ
れ
、
優
秀
な
種
牡
馬
が
数

多
く
輸
入
さ
れ
た
そ
の
主
目

と
「
池
上
本
門
寺
」
を
つ
な

ぐ
参
道
に
は
名
物
の
葛
餅
を

売
る
店
が
何
軒
か
あ
り
、
ま

た
、
天
然
温
泉
（
黒
湯
）
を

使
っ
た
銭
湯
が
点
在
す
る
な

ど
、
独
特
な
魅
力
に
あ
ふ
れ

た
門
前
町
で
あ
る
。
し
か

人
は
皆
無
だ
ろ
う
。

 

１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
、

東
京
府
荏
原
郡
池
上
村
の
水

田
地
帯
に
広
大
な
競
馬
場
が

姿
を
現
し
、
そ
の
年
の
11
月

24
日
に
「
東
京
競
馬
会
」
の

主
催
に
よ
る
第
一
回
秋
季
競

馬
会
が
開
か
れ
た
。
競
馬
場

が
あ
っ
た
の
は
現
在
の
池
上

駅
の
南
側
、
ち
ょ
う
ど
大
田

区
立
徳
持
小
学
校
を
中
心
と

し
た
一
帯
に
な
る
。
当
時
ま

だ
池
上
線
（
旧
・
池
上
電
気

鉄
道
）は
開
業
し
て
お
ら
ず
、

最
寄
り
の
交
通
手
段
は
大
森

駅
か
、
２
年
前
に
開
業
し
た

ば
か
り
の
蒲
田
駅
で
あ
っ

た
。
ま
だ
バ
ス
も
タ
ク
シ
ー

も
な
い
時
代
、
競
売
開
催
日

に
な
る
と
多
く
の
人
力
車
が

両
駅
と
競
馬
場
を
行
き
来
し

て
観
客
を
輸
送
し
た
。

で
き
た
こ
と
で
、
大
森
駅
は
再

び
競
馬
場
最
寄
り
駅
の
一
つ
と

な
っ
た
。
今
日
も
競
馬
愛
好
家

た
ち
の
一
喜
一
憂
を
見
届
け
て

い
る
の
は
、
何
と
も
不
思
議
な

縁
と
い
え
よ
う
か
。

く
ら

し
ゅ
ほ
ば

３３
　
大
森
に
は
、
人
の
い
と
な
み
が
土
地
の
記
憶

（
地
霊
）
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、
約

１
０
０
年
前
に
現
在
の
池
上
駅
付
近
に
実
在

し
て
い
た
競
馬
場
の
お
話
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
文
＝
山
田
智
士
）

▲池上の競馬場で撮影された馬と騎手。後ろの洋風建築は「馬見所」といわれる。
（出典＝『写された大田区』p.12、所蔵＝財団法人馬事文化財団 馬の博物館）

▲馬場の風景。１周1,800mあったといわれる。
（出典＝『写された大田区』p.13、
   所蔵＝財団法人馬事文化財団 馬の博物館）

▲今も大森駅は競馬場アクセスの拠点。
大井競馬の開催日には直行バスが出る。

池
上
に
あ
っ
た
幻
の
競
馬
場


